
 

 
 

 

 
来
秋
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
現
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
利
用
は
再
検
討 

党
議
員
団
が
繰
り
返
し
提
案
し
、
市
民
か

ら
も
「
前
橋
・
太
田
の
様
な
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
」
と
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
市
長
が
「
来
年
秋
に

は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
実
現
し
た
い
」
と

発
表
し
ま
し
た
。 

 

対
象
は
75
歳
以
上
、
障
害
者
手
帳
保
持

者
、
運
転
免
許
の
な
い
65
歳
～
74
歳
と
幅

広
く
、
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
公
共
交
通
会
議
に
出
さ
れ
た
市
の

原
案
は
、
民
間
タ
ク
シ
ー
70
台
ほ
ど
に
委

託
し
、
個
人
認
証
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
う
、
費
用
は
一
部
補
助
と
い
う
も
の
で

し
た
。 

そ
こ
で
、
「
ど
う
し
た
ら
安
心
し
て
誰
で

も
使
え
る
制
度
に
な
る
か
？
」
と
い
う
点
を

中
心
に
質
し
ま
し
た
。 

 

「
原
案
に
拘
ら
ず
市
民
の
声
に
柔
軟
に
対 

応
す
る
」
と
い
う
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。
残 

る
の
は
、
費
用
面
で
の
課
題
で
す
。
さ
ら
に 

声
を
寄
せ
、
使
い
や
す
い
制
度
に
し
て
い
き 

ま
し
ょ
う
。 

Ｑ
．
予
約
方
法
は
？
年
間
70
回
ま
で
利
用

で
足
り
る
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
．
予
約
方
法
、
利
用
回
数
は
検
討
中
。 

Ｑ
．
原
案
は
個
人
認
証
の
た
め
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
毎
回
持
っ
て
乗
る
方

式
で
す
。
持
ち
歩
く
と
無
く
す
心
配
も

あ
る
し
、
問
題
多
出
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
と
デ
マ
ン
ド
が
利

用
で
き
な
い
の
も
大
問
題
で
す
よ
ね
？ 

Ａ
．
市
民
の
利
用
し
易
さ
な
ど
様
々
な
観

点
か
ら
、
別
の
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
案

に
つ
い
て
も
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。 

Ｑ
．
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
賃
は
、

前
橋
市
は
２
１
０
円
、
太
田
市
も
２
０

０
円
か
３
０
０
円
で
す
。 

伊
勢
崎
市
は
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
賃
の

一
部
分
を
市
が
補
助
す
る
方
式
で
、
乗

車
賃
千
円
未
満
な
ら
負
担
は
５
０
０

円
、
千
円
以
上
２
千
円
未
満
な
ら
８
０

０
円
、
２
千
円
以
上
２
５
０
０
円
未
満

な
ら
１
２
０
０
円
な
ど
と
い
う
案
で

す
。
日
々
の
買
い
物
や
病
院
通
い
の
足

代
に
は
高
す
ぎ
な
い
で
す
か
？ 

Ａ
．
検
討
中
。 

Ｑ
．
タ
ク
シ
ー
を
70
台
頼
む
と
あ
り
ま
す

が
、
足
り
る
で
し
ょ
う
か
？ 

Ａ
．
登
録
者
の
利
用
状
況
に
応
じ
、
必
要

台
数
を
検
討
す
る
。 

 ≪

そ
の
他
の
質
問≫

 

●
投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て 

●
学
校
に
お
け
る
化
学
物
質
過
敏
症
へ
の

対
応
に
つ
い
て 

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
へ
の
対
応
に
つ

い
て 

 
 
 

 

増
え
る
不
登
校
、 

四
ッ
葉
学
園
は
特
に
急
増 

 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
不
登
校
は
増
加
傾
向
で

す
。
伊
勢
崎
市
は
も
と
も
と
全
国
や
県
内
と
比

べ
て
も
不
登
校
の
多
い
市
で
し
た
が
、
中
学
生

の
不
登
校
率
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
度

が
４
・
４
１
％
で
あ
っ
た
の
に
、
昨
年
度
は
６
・

６
１
％
と
非
常
に
高
く
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

ど
の
子
に
も
学
び
や
成
長
、
居
場
所
を
保
障

し
、
進
路
を
切
り
拓
く
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
市
を
あ
げ
て
の
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

教
育
研
究
所
に
あ
る
適
応
指
導
教
室
の
先
生

方
が
学
校
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
連
携
を
取
る

な
ど
の
動
き
が
、
よ
う
や
く
昨
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
よ
う
で
す
。
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
四
ッ
葉
学
園
中
等
教
育
学
校
で
は
、

20
年
度
１
・
９
％
、
21
年
度
２
・
８
％
、
22
年

度
３
・
６
％
と
最
近
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。 

  

 
社保協自治体懇談で切実な声 
伊勢崎佐波社会保障推進協議会では、8月 4日に伊

勢崎市の担当者と懇談をしました。主な内容は「来年

度から３年間の介護保険料を決める際は、積み上げ

てきた 17億円余の準備基金を活用し保険料引き下げ

を」「県内 18 市町村が実施している学校給食完全無

償化の実施を」「来年秋から実施予定のデマンドタク

シーは利用しやすいものに」などです。「子育て・高

齢 

       

市民要望に沿った施策 

 

インボイス導入中止、消費税５％に減税 

民主商工会が市議会に請願署名 
１０月からのインボイス制

度開始で、非課税だった零細な

事業者や農家、シルバー人材セ

ンターで働く人までが消費税

課税業者になり消費税率や税

額を記したインボイス（適格請

求書）を出すか、発注側が消費

税を被るかという選択が求め

られます。新たに課税業者にな

ると当面は減額措置がありま

すが、赤字でも消費税を納税し

なければなりません。 

「国に中止を求める意見書

を伊勢崎市議会であげてもら

いたい」「消費税を５％に引き

下げる経済対策を」と２６３名

の署名を添えて伊勢崎佐波民

主商工会が議長に請願を提出。

共産党議員団が紹介議員とな

り９月定例会の総務委員会で

審査されましたが、全委員の反

対で否決されました。 

シルバー人材センターは「高

齢者を課税業者にはできない

がセンターも負担できない」

と、１０月より手数料を２％上

げました。上げた分は利用者の

負担になるそうです。制度運用

が開始されても、中止を求める

声はなお高まっています。 

日本共産党伊勢崎市議団２０２３年９月議会報告 

一般質問 

 

齢者支援に

伊勢崎市も

もう一歩踏

み出して」と

要望が出さ

れました。市

議団も同席

しました。 

 

 

2022（令和 4）年度の不登校の状況 

 実人数 不登校率 

小学校 182人 1.67％ 

中学校 365人 6.61％ 

四ッ葉学園 27人 3.6％ 
  

四
ッ
葉
学
園
で
の
急

増
の
原
因
は
単
に
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
は
な
く
、
難

関
大
学
合
格
者
を
出
す

中
で
子
ど
も
置
き
去
り

の
加
熱
し
た
競
争
教
育

的
な
学
校
運
営
が
進
ん

だ
こ
と
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
で
す
。 

教
育
の
多
様
化
、
個
性

の
重
視
が
公
立
一
貫
校

の
魅
力
だ
っ
た
は
ず
で

す
。
公
立
ら
し
い
運
営
に

な
っ
て
い
る
の
か
？
確

認
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

懇談に同席した北島・長谷田両市議 

 

 
議会事務局長に請願署名を提出 

 


